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由利本荘市における災害廃棄物の試験焼却処理結果 資料 

 

１ 試験焼却処理の概要 

焼却施設 

本荘清掃センター１号炉（処理能力：４８.５トン／日） 

２号炉（処理能力：４８.５トン／日） 

（由利本荘市二十六木字下鎌田野３９番地） 

最終処分場 

広域市町村圏組合埋立最終処分場 

（由利本荘市土谷字下岩瀬９の内） 

矢島鳥海一般廃棄物最終処分場 

（由利本荘市鳥海町下川内字上原１３番地２） 

災害廃棄物搬入日 

及び搬入量 

平成２４年７月１８日    ５.９８トン 

     ７月１９日    ５.９９トン 

       計    １１.９７トン 

試験焼却処理期間 

平成２４年７月１９日  ８：００～２４：００ 

     ７月２０日  ８：００～２４：００ 

（計３２時間）  

試験焼却処理期間中の 

全処理量 
１５６.３４トン、混焼率 約７.７％ 

処理生成物の量 

主   灰： １５.０７トン 

飛灰固化物：  ５.５２トン 

  計    ２０.５９トン 

災害廃棄物の 

事前確認調査 

（６月２９日） 

・災害廃棄物の遮蔽線量率、放射性セシウム、ＰＣＢ 

・破砕処理エリアの空間放射線量率、アスベスト 

  （岩手県野田村米田二次仮置場） 

事前調査（７月６日） ［焼却施設］ 

・敷地境界の空間放射線量率 

・処理生成物（主灰、飛灰固化物）、施設周辺の土壌の放射

性セシウム 

［最終処分場］ 

・敷地境界の空間放射線量率 

・敷地内の土壌、地下水の放射性セシウム 

・放流水、放流先河川水の放射性セシウム 

試験焼却処理中の調査 

（７月１８日～２０日） 

 

 

 

 

・運搬車両の空間放射線量率 

・焼却施設敷地境界の空間放射線量率 

・排ガスの放射性セシウム、ダイオキシン類、塩化水素、 

ばいじん、硫黄酸化物、窒素酸化物 

・処理生成物（主灰、飛灰固化物）の放射性セシウム 

・飛灰固化物のダイオキシン類 

事後調査（７月２７日） ［焼却施設］ 

・敷地境界の空間放射線量率 

・施設周辺の土壌の放射性セシウム 

［最終処分場］ 

・敷地境界の空間放射線量率 

・敷地内の土壌、地下水の放射性セシウム 

・放流水、放流先河川水の放射性セシウム 
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２ 試験焼却処理に伴う調査結果 

（１）野田村米田二次仮置場における事前確認 

① 破砕処理エリアの空間放射線量率        （単位：マイクロシーベルト／時） 

地点１ 地点２ バックグラウンド 目安値 

０.０６ ０.０６ ０.０７ バックグラウンドの３倍を超えないこと 

 

② 災害廃棄物の遮蔽線量率                     （単位：マイクロシーベルト／時） 

災害廃棄物遮蔽 

線量率（Ａ）  

バックグラウンド

遮蔽線量率（Ｂ） 

災害廃棄物の遮蔽

線量率（Ａ－Ｂ） 

目安値 

（差し引いた値） 

０.０３２ ０.０３１ ０.００１ ０.０１を超えないこと 
※１ 遮蔽線量率（Ａ）：外部の放射線の影響を低減させるため、災害廃棄物を鉛製の遮蔽体内で、廃

棄物に接触させて線量率を測定した値（図５参照） 
※２ バックグラウンド遮蔽線量率（Ｂ）：遮蔽体内に廃棄物を入れない状態で測定した値 

 

③ 災害廃棄物の放射性セシウム濃度                （単位：ベクレル／ｋｇ） 

セシウム１３４ セシウム１３７ 合計値 目安値 

不検出（２.９） 不検出（２.７） 不検出 １００ を超えないこと 

※ （ ）は検出下限値 

 

④ 災害廃棄物のＰＣＢ濃度              （単位：ミリグラム／リットル） 

ＰＣＢ濃度 目安値 備  考 

不検出 ０.００３以下 目安値は、特別管理産業廃棄物の判定基準 

※ 検出下限値は、０.０００５ミリグラム／リットル 

 

⑤ 選別・破砕処理エリア敷地境界のアスベスト濃度        （単位：本／リットル） 

総繊維数濃度 目安値 備   考 

０.１１ 
１０を 

超えないこと 

総繊維数濃度とは、長さ５μm 以上、幅（直径）３μm

未満の繊維状物質を位相差顕微鏡で計数したもの 

   

（２）災害廃棄物の遮蔽線量率等 

① 搬出した災害廃棄物の遮蔽線量率        （単位：マイクロシーベルト／時） 

 災害廃棄物遮蔽線

量率（Ａ） 

バックグラウンド

遮蔽線量率（Ｂ） 

災害廃棄物の遮蔽

線量率（Ａ－Ｂ） 

目安値 

（差し引いた値） 

７月１８日 ０.０３７ ０.０３７ ０.０００ ０.０１を超え

ないこと ７月１９日 ０.０３７ ０.０３７ ０.０００ 

※１ 遮蔽線量率（Ａ）：外部の放射線の影響を低減させるため、災害廃棄物を鉛製の遮蔽体内で、廃
棄物に接触させて線量率を測定した値 

※２ バックグラウンド遮蔽線量率（Ｂ）：遮蔽体内に廃棄物を入れない状態で測定した値 

 

② 運搬車両における空間放射線量率        （単位：マイクロシーベルト／時） 

 車両１ 車両２ 車両３ バックグラウンド 

７月１８日 
右側面 ０.０６ ０.０５ ０.０５ 

０.０６ 
左側面 ０.０６ ０.０６ ０.０６ 

７月１９日 
右側面 ０.０６ ０.０６ ０.０５ 

０.０６ 
左側面 ０.０６ ０.０６ ０.０６ 

※１ バックグラウンド：敷地内で災害廃棄物の影響を受けない十分に離れた地点 
※２ 車両における測定位置は、荷台（コンテナ）側面の中央部から１ｍ離れた地点 
※３ 左右の別は車両正面（フロントサイド）から見た場合 
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（３）本荘清掃センター（焼却施設） 

① 排ガスの放射性セシウム濃度 

   採取日：平成２４年７月１９日              （単位：ベクレル／ｍ３） 

試料名 セシウム１３４ セシウム１３７ 合計 目安値 

１号炉 
不検出 

（０.４９） 

不検出 

（０.４３） 
不検出 セシウム    の濃度

  
＋ 

セシウム    の濃度

  
 １ ２号炉 

不検出 

（０.５０） 

不検出 

（０.６０） 
不検出 

 

   ○ 排ガス測定試料別の測定結果              （単位：ベクレル／ｍ３） 

試 料 名 セシウム１３４ セシウム１３７ 合計 

１号炉 
ろ紙部 不検出（０.１１） 不検出（０.０８） 不検出 

ドレン部 不検出（０.３８） 不検出（０.３５） 不検出 

２号炉 
ろ紙部 不検出（０.１３） 不検出（０.１２） 不検出 

ドレン部 不検出（０.３７） 不検出（０.４８） 不検出 

     ※１ （ ）内は検出下限値 
     ※２ 排ガス採取方法の概略は、図６参照 
 

② 排ガスのダイオキシン類、塩化水素、ばいじん、硫黄酸化物、窒素酸化物濃度 

   採取日：平成２４年７月２０日 

測定項目（単位） 
測定結果 基準値※ 

１号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉 

ダイオキシン類（ng-TEQ／Nm3） ０.４７ １.２ ５ 

塩化水素（mg／Nm3） ５２ ２５ ７００ 

ばいじん（g／Nm3） ０.０１未満 ０.０１未満 ０.１５ 

硫黄酸化物（Nm3／h） ０.３４ ０.３３ ４４ ４５ 

窒素酸化物（ppm）  １３０ １３０ ２５０ 

※ ダイオキシン類はダイオキシン類対策特別措置法の廃棄物焼却炉（処理能力２～４トン／時）
に適用される基準値、そのほかの測定項目は大気汚染防止法の廃棄物焼却炉（処理能力２～
４トン／時）に適用される基準値 

 

③ 処理生成物（主灰、飛灰固化物）の放射性セシウム濃度 

（単位：ベクレル／ｋｇ） 

試料名 採取日 セシウム１３４ セシウム１３７ 合計値 基準値 

主 灰 
7月 6日（事前調査) 不検出（３.８） 不検出（４.０） 不検出 

８,０００ 
7月19日（試験焼却処理中) 不検出（７.６） 不検出（５.６） 不検出 

飛 灰 
固化物 

7月 6日（事前調査) 不検出（６.５）  １５（６.４）  １５ 

7月19日（試験焼却処理中) 不検出（７.８）  ２１（９.８）  ２１ 

   ※１ 測定値は有効数字２桁で表記している。 

※２（ ）内は検出下限値 
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④ 飛灰固化物のダイオキシン類濃度               （単位：ng-TEQ／g） 

試料名 採取日 測定結果 基準値 備   考 

飛 灰 

固化物 
7月19日 ０.１７ ３ 

ダイオキシン類対策特別措置法による廃棄物焼却炉に

係るばいじん等に含まれるダイオキシン類の量の基準 

 

⑤ 敷地境界の空間放射線量率            （単位：マイクロシーベルト／時） 

 
地点１ 地点２ 地点３ 地点４ 

バックグラウンド 

地点１ 地点２ 

7月 6日（事前調査) ０.０４ ０.０４ ０.０５ ０.０４ ０.０５ ０.０４ 

7月19日（試験焼却処理中) ０.０４ ０.０５ ０.０５ ０.０４ ０.０５ ０.０４ 

7月27日（事後調査) ０.０４ ０.０５ ０.０５ ０.０４ ０.０４ ０.０４ 

※ 秋田県における地上高さ１ｍにおける空間放射線量率（０.０３～０.０９マイクロシーベルト／時） 

 

⑥ 周辺土壌の放射性セシウム濃度              （単位：ベクレル／ｋｇ） 

調査地点 検体採取日 
放射性セシウム濃度 

セシウム１３４ セシウム１３７ 合計 

Ｎｏ.１ 
7/ 6 (事前調査) 不検出（３.７） 不検出（２.８） 不検出 

7/27 (事後調査) 不検出（６.２） 不検出（７.５） 不検出 

Ｎｏ.２ 
7/ 6 (事前調査) 不検出（３.２） 不検出（３.９） 不検出 

7/27 (事後調査) 不検出（８.１） 不検出（７.０） 不検出 

Ｎｏ.３ 
7/ 6 (事前調査) 不検出（３.９）  ５.７（４.７）  ５.７ 

7/27 (事後調査) 不検出（９.６）  １１（６.６）  １１ 

Ｎｏ.４ 
7/ 6 (事前調査) 不検出（４.１） 不検出（４.５） 不検出 

7/27 (事後調査) 不検出（７.５） 不検出（８.５） 不検出 

Ｎｏ.５ 
7/ 6 (事前調査) 不検出（３.５） 不検出（４.８） 不検出 

7/27 (事後調査) 不検出（７.７） 不検出（８.１） 不検出 

Ｎｏ.６ 
7/ 6 (事前調査) 不検出（４.４） 不検出（３.４） 不検出 

7/27 (事後調査) 不検出（５.９） 不検出（７.８） 不検出 
 ※１ 秋田市の土壌（表層）の放射性セシウム濃度（Ｈ４～２２：２３～５７ベクレル／ｋｇ） 
※２ 秋田県の水田土壌の放射性セシウム濃度（Ｈ２４：３．６～２８ベクレル／ｋｇ） 

 ※３ （ ）内は検出下限値 

 

（４）広域市町村圏組合埋立最終処分場 

① 放流水の放射性セシウム濃度                      （単位：ベクレル／リットル） 

調査地点 試料採取日 セシウム１３４ セシウム１３７ 合計 目安値 

放流水 

７月６日 
（事前調査） 

不検出 
（０.３０） 

不検出 
（０.３５） 不検出 セシウム   濃度

  
 ＋

セシウム   濃度

  
 １ 

７月２７日 
（事後調査） 

不検出 
（０.３２） 

不検出 
（０.４０） 不検出 

※（ ）内は検出下限値 

 

② 敷地境界の空間放射線量率            （単位：マイクロシーベルト／時） 

 
地点１ 地点２ 地点３ 地点４ 

バックグラウンド 

地点１ 地点２ 

7月 6日（事前調査) ０.０４ ０.０４ ０.０４ ０.０４ ０.０４ ０.０３ 

7月27日（事後調査) ０.０３ ０.０４ ０.０４ ０.０４ ０.０４ ０.０３ 

※ 秋田県における地上高さ１ｍにおける空間放射線量率（０.０３～０.０９マイクロシーベルト／時） 
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③ 敷地内土壌の放射性セシウム濃度                     （単位：ベクレル／ｋｇ） 

調査地点 検体採取日 セシウム１３４ セシウム１３７ 合計 

最終処分場

敷地内 

7月 6日（事前調査） 不検出（４.５） 不検出（４.３） 不検出 

7月27日（事後調査） 不検出（６.７） 不検出（８.４） 不検出 
 ※１ 秋田市の土壌（表層）の放射性セシウム濃度（Ｈ４～２２：２３～５７ベクレル／ｋｇ） 
※２ 秋田県の水田土壌の放射性セシウム濃度（Ｈ２４：３．６～２８ベクレル／ｋｇ） 

 ※３ （ ）内は検出下限値 

  

④ 周辺地下水の放射性セシウム濃度                    （単位：ベクレル／リットル） 

調査地点 試料採取日 セシウム１３４ セシウム１３７ 合計 

周 辺 

地下水 

7月 6日（事前調査） 不検出（０.４９） 不検出（０.５３） 不検出 

7月27日（事後調査） 不検出（０.４３） 不検出（０.５０） 不検出 

   ※（ ）内は検出下限値 

 

⑤ 放流先河川水の放射性セシウム濃度 

                      （単位：ベクレル／リットル） 

調査地点 試料採取日 セシウム１３４ セシウム１３７ 合計 

長者川 

上 流 

7月 6日（事前調査） 不検出（０.３３） 不検出（０.２６） 不検出 

7月27日（事後調査） 不検出（０.２７） 不検出（０.４０） 不検出 

長者川 

下 流 

7月 6日（事前調査） 不検出（０.３１） 不検出（０.４０） 不検出 

7月27日（事後調査） 不検出（０.５２） 不検出（０.４８） 不検出 

※（ ）内は検出下限値 

 

（５）矢島鳥海一般廃棄物最終処分場 

① 放流水の放射性セシウム濃度                      （単位：ベクレル／リットル） 

調査地点 試料採取日 セシウム１３４ セシウム１３７ 合計 目安値 

放流水 

７月６日 
（事前調査） 

不検出 
（０.３６） 

不検出 
（０.３７） 不検出 セシウム   濃度

  
 ＋

セシウム   濃度

  
 １ 

７月２７日 
（事後調査） 

不検出 
（０.５２） 

不検出 
（０.５３） 不検出 

※（ ）内は検出下限値 

 

② 敷地境界の空間放射線量率            （単位：マイクロシーベルト／時） 

 
地点１ 地点２ 地点３ 地点４ 

バックグラウンド 

地点１ 地点２ 

7月 6日（事前調査) ０.０４ ０.０４ ０.０４ ０.０４ ０.０４ ０.０４ 

7月27日（事後調査) ０.０４ ０.０４ ０.０４ ０.０４ ０.０３ ０.０４ 

※ 秋田県における地上高さ１ｍにおける空間放射線量率（０.０３～０.０９マイクロシーベルト／時） 

 

③ 敷地内土壌の放射性セシウム濃度                     （単位：ベクレル／ｋｇ） 

調査地点 検体採取日 セシウム１３４ セシウム１３７ 合計 

最終処分場

敷地内 

7月 6日（事前調査） 不検出（５.５） 不検出（４.５） 不検出 

7月27日（事後調査） 不検出（７.５） 不検出（７.６） 不検出 
 ※１ 秋田市の土壌（表層）の放射性セシウム濃度（Ｈ４～２２：２３～５７ベクレル／ｋｇ） 
※２ 秋田県の水田土壌の放射性セシウム濃度（Ｈ２４：３．６～２８ベクレル／ｋｇ） 

 ※３ （ ）内は検出下限値 
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④ 周辺地下水の放射性セシウム濃度                    （単位：ベクレル／リットル） 

調査地点 試料採取日 セシウム１３４ セシウム１３７ 合計 

周 辺 

地下水 

7月 6日（事前調査） 不検出（０.２６） 不検出（０.３９） 不検出 

7月27日（事後調査） 不検出（０.５０） 不検出（０.４０） 不検出 

   ※（ ）内は検出下限値 

 

⑤ 放流先河川水の放射性セシウム濃度 
                      （単位：ベクレル／リットル） 

調査地点 試料採取日 セシウム１３４ セシウム１３７ 合計 

鶯川上流 
7月 6日（事前調査） 不検出（０.４６） 不検出（０.４５） 不検出 

7月27日（事後調査） 不検出（０.２６） 不検出（０.３５） 不検出 

鶯川下流 
7月 6日（事前調査） 不検出（０.２９） 不検出（０.３８） 不検出 

7月27日（事後調査） 不検出（０.４０） 不検出（０.４８） 不検出 

※（ ）内は検出下限値 

  



                                                   

7 

 

バックグラウンド空間放射線量率測定地点

破砕処理エリア空間放射線量率測定地点

選別・破砕後の災害廃棄物

アスベスト測定地点

図１ 事前確認調査地点図（野田村米田二次仮置場）
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図２ 本荘清掃センター調査地点図 
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図３ 広域市町村圏組合埋立最終処分場調査地点図 
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矢島鳥海一般廃棄物

最終処分場

埋立処分地

①～④

敷地境界空間放射線量率測定地点

◇ 空間放射線量率バックグラウンド測定地点

□ 敷地境界土壌調査地点

△ 放流水採水地点

☆ 周縁地下水採水地点

①③

④

②

◇１

◇２

□

△

☆

図４ 矢島鳥海一般廃棄物最終処分場調査地点図 
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災害廃棄物放射能濃度測定調査業務報告書（平成２４年１月 宮城県）より引用 

測定準備状況 測定状況 

図５ 遮蔽線量率の測定例 

図６ 排ガス採取方法の概略 

 


